
 

 

 

各 位 

 

2019

 

2018 年

績予想及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

いࡓしますࠋ

 

 

㸯㸬2019

 

前 回 発 表 予 想 㸦

今 回 修 正 予 想 㸦

増 減 㢠 㸦

増 減 率 㸦 ％

ࡈ。 参 考

。 2 0 1 8

 

修正ࡢ

2019

プࡢ࡝࡞影響

事情ࡢ改善ࡾࡼ࡟鉛蓄電池用商品ࡢ

ࠋますࡾ見通し࡛あࡿୗ回࡟

損益面࡟おい࡚ࠊࡣ

ࡾࡼ࡟

び親会社株主࡟帰属すࡿ当期純利益

 

 

※業績予想数値ࡁࡘ࡟まし࡚ࡣ

ࠊࡾ基࡙い࡚お࡟

 

 

2019年 3月期ࡢ

年 5月 14 日࡟公表

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

いࡓしますࠋ 

2019年3月期通期

 

前 回 発 表 予 想 㸦

今 回 修 正 予 想 㸦

増 減 㢠 㸦 B 㸫

増 減 率 㸦 ％

ࡈ 参 考 )前 期 実

2 0 1 8 年 3 月 期

修正ࡢ理由 

2019 年 3 月期ࡢ連結業績予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ

プࡢ࡝࡞影響ࡾࡼ࡟

事情ࡢ改善ࡾࡼ࡟鉛蓄電池用商品ࡢ

ୗ回ࡿ見通し࡛あࡾますࠋ

損益面࡟おい࡚ࠊࡣ

木材ࡢ原材料ࡾࡼ࡟

び親会社株主࡟帰属すࡿ当期純利益

業績予想数値ࡁࡘ࡟まし࡚ࡣ

ࠊࡾ基࡙い࡚お࡟

月期ࡢ通期連結

日࡟公表いࡓしましࡓ

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

通期連結業績予想数値ࡢ修正

前 回 発 表 予 想 㸦 A㸧 

今 回 修 正 予 想 㸦 B㸧 

㸫 A 㸧 

増 減 率 㸦 ％ 㸧 

前 期 実 績 

月 期 ) 

月期ࡢ連結業績予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ

需要ࡢエンジン用濾材及びクラッチ板用摩᧿材ࡾࡼ࡟

事情ࡢ改善ࡾࡼ࡟鉛蓄電池用商品ࡢ

ୗ回ࡿ見通し࡛あࡾますࠋ 

損益面࡟おい࡚ࠊࡣ主࡟減収ࡢ影響

高値ࡀ木材パルプࡢ

び親会社株主࡟帰属すࡿ当期純利益

業績予想数値ࡁࡘ࡟まし࡚ࡣ

様々ࡣ業績ࡢ実際ࠊࡾ基࡙い࡚お࡟

連結業績予想ࡢ修正

いࡓしましࡓ 2019 年

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

連結業績予想数値ࡢ修正

売ୖ高 

百万෇ 

17,000 

16,200 

△800 

△4.7 

16,083 

月期ࡢ連結業績予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ

エンジン用濾材及びクラッチ板用摩᧿材ࡢ需要

事情ࡢ改善ࡾࡼ࡟鉛蓄電池用商品ࡢ需要ࡀ予想をୗ回ࡓࡗ

減収ࡢ影響をཷけ

ࡓ高値࡛推移しࡀ

び親会社株主࡟帰属すࡿ当期純利益ࡀ予想をୗ回ࡿ見通し࡛あࡾますࠋ

業績予想数値ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊࡣ当社ࡀ現在入手し࡚いࡿ情報及び合理的࡛あ࡜ࡿ判断すࡿ一定ࡢ前提

実際ࡢ業績ࡣ様々࡞要因ࡼ࡟

会 社

代表者名

 

問合せ先

 

業績予想ࡢ修正及び配当予想ࡢ修正

年 3月期㸦2018

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

記 

連結業績予想数値ࡢ修正㸦2018年4

営業利益 

百万෇

620

300

△320

△51.6

416

月期ࡢ連結業績予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ中国や໭米ࡢ自動車販売ྎ数

エンジン用濾材及びクラッチ板用摩᧿材ࡢ需要

ࡓࡗ予想をୗ回ࡀ

をཷけࠊ加え࡚燃料価格

推移しࡓ影響をཷけましࡾࡼ࡟࡝࡞ࡽࢀࡇࠋࡓ

ࠋますࡾ見通し࡛あࡿ予想をୗ回ࡀ

当社ࡀ現在入手し࡚いࡿ情報及び合理的࡛あ࡜ࡿ判断すࡿ一定ࡢ前提

要因ࡾࡼ࡟大ࡁく

会 社 名 

代表者名 

 

問合せ先 

 

及び配当予想ࡢ修正

2018 年 4月 1日～

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

月1日～2019

 経常利益

百万෇ 百万෇

0 

0 

0 △

1.6 △4

416 

中国や໭米ࡢ自動車販売ྎ数

エンジン用濾材及びクラッチ板用摩᧿材ࡢ需要ࡀ予想を

ࡾࡼ࡟࡝࡞࡜ࡇࡓࡗ予想をୗ回ࡀ

燃料価格ୖࡢ昇

影響をཷけましࡾࡼ࡟࡝࡞ࡽࢀࡇࠋࡓ

ࠋますࡾ見通し࡛あࡿ予想をୗ回ࡀ

当社ࡀ現在入手し࡚いࡿ情報及び合理的࡛あ࡜ࡿ判断すࡿ一定ࡢ前提

大ࡁく異ྍࡿ࡞能性

阿 波 製 紙 株 式 会

代 表 ྲྀ 締 役 社

㸦コード番号

ྲྀ締役ୖ席
経営管理部長

㸦 T E １㸬 0 8 8

及び配当予想ࡢ修正࡟関すࡿお知ࡽせ

日～2019 年 3

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

2019年 3月31日㸧

経常利益 

親会社株主࡟

帰属すࡿ

当期純利益

百万෇ 

660 

380 

△280 

42.4 

331 

中国や໭米ࡢ自動車販売ྎ数ࡢ減少や

電力ࡢアジア࡛ࠊ࡜ࡇࡓࡗ予想をୗ回ࡀ

自動車ࠊࡾࡼ࡟

古紙輸入規制をཷけࡢ中国ࠊ昇ୖࡢ

影響をཷけましࡾࡼ࡟࡝࡞ࡽࢀࡇࠋࡓ

 ࠋますࡾ見通し࡛あࡿ予想をୗ回ࡀ

当社ࡀ現在入手し࡚いࡿ情報及び合理的࡛あ࡜ࡿ判断すࡿ一定ࡢ前提

異ྍࡿ࡞能性ࡀあࡾますࠋ

2019

阿 波 製 紙 株 式 会

代 表 ྲྀ 締 役 社 長 ୕木

番号：3896 東証第一

ୖ席執行役員 
経営管理部長 

岡 澤

0 8 8㸫 6 3 1

せࡽお知ࡿ関す࡟

3 月 31 日㸧ࡢ

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

日㸧 

親会社株主࡟ 

帰属すࡿ 

期純利益 

1

当期純利益

百万෇ 

420 

230 

△190 

△45.2 

△1,219 

減少や顧客ࡢ生産効率アッ

回ࠊ࡜ࡇࡓࡗアジア࡛ࡢ電力

自動車関連資材ࡢ売ୖ高ࡣ大幅

古紙輸入規制をཷけࡢ中国ࠊ

影響をཷけましࠊࡾࡼ࡟࡝࡞ࡽࢀࡇࠋࡓ営業利益ࠊ経常利益及

当社ࡀ現在入手し࡚いࡿ情報及び合理的࡛あ࡜ࡿ判断すࡿ一定ࡢ前提

 ࠋますࡾあࡀ

 

2019年 2月8日 

阿 波 製 紙 株 式 会 社

୕木 康弘

東証第一部㸧

岡 澤  智

6 3 1㸫 8 1 0 1㸧

 せࡽお知ࡿ関す࡟

通期連結業ࡢ

及びࢀࡇま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ配当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ以ୗࡢ通ࡾ修正いࡓしまし࡛ࡢࡓお知ࡽせ

1株当ࡾࡓ 

当期純利益 

෇ 銭 

42.11 

23.06 

 

 

△122.24 

顧客ࡢ生産効率アッ

回ࠊ࡜ࡇࡓࡗアジア࡛ࡢ電力

売ୖ高ࡣ大幅

࡝࡞ࡿ古紙輸入規制をཷけࡢ中国ࠊ

営業利益ࠊ経常利益及

当社ࡀ現在入手し࡚いࡿ情報及び合理的࡛あ࡜ࡿ判断すࡿ一定ࡢ前提

 

 

社 

弘 

㸧 

智 

㸧 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

㸰㸬配当予想ࡢ修正ࡘ࡟い࡚

 

前回予想

㸦2018年

今回修正予想

当期実績

前期実績

。2018年

 

修正ࡢ理由

 当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

基ᮏ方針࡜し࡚おࡾますࠋ

 ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ

当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ

㸰㸬配当予想ࡢ修正ࡘ࡟い࡚

 

前回予想 

年5月14日発表㸧

今回修正予想 

当期実績 

前期実績 

年3月期) 

修正ࡢ理由 

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

基ᮏ方針࡜し࡚おࡾますࠋ

ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ

当予想ࡁࡘ࡟まし࡚ࠊ

㸰㸬配当予想ࡢ修正ࡘ࡟い࡚ 

日発表㸧 

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

基ᮏ方針࡜し࡚おࡾますࠋ 

ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ

当予想ࡁࡘ࡟まし࡚1ࠊ株当3ࡾࡓ

第2四半期ᮎ

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ

3෇50銭ࡉ࡜せ࡚いࡁࡔࡓますࠋ

四半期ᮎ 

෇ 銭 

㸫 

㸫 

3.50 

3.50 

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ

ࠋますࡁࡔࡓせ࡚いࡉ࡜

年間配当金㸦෇㸧

期ᮎ 

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ

 ࠋますࡁࡔࡓせ࡚いࡉ࡜

年間配当金㸦෇㸧 

 

෇ 銭 

ᮍ定 

3.50 

 

3.50 

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ

合計 

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

ୖ記ࡢ基ᮏ方針࡜ࡶࡢ今後ࡢ事業展開等を勘案しࢀࡇࠊま࡛ᮍ定࡜し࡚おࡾましࡓ 2019 年 3 月期ࡢ期ᮎ

 

෇ 銭 

ᮍ定 

7.00 

 

7.00 

当社ࠊࡣ株主ࡢ皆様へࡢ利益還元を重要࡞経営課㢟࡛あ࡜ࡿ認識し࡚おࠊࡾ将来ࡢ事業展開࡜経営体質ࡢ強

໬࡟ࡵࡓࡢ必要࡞ෆ部留保を確保しࠊࡘࡘ業績及び配当性向等を総合的࡟勘案し࡚剰余金ࡢ配当を行う࡜ࡇを

月期ࡢ期ᮎ配

以 ୖ 

 


